
 

（別紙―１）要旨の用紙（Ａ３）         Ｎｏ． １     

第２回 意見交換会 要旨 
開催日時      １０月  ３日（火）    １９時００～  時   

市町村名 穂高町 グループ名 ２ 

メンバー 

 

 

 
（◎：司会、○：記録者） 

・司会は変えましょう。書記は続けましょう。（Ｎさん、Ｈさんが立候補） 

（Ｎさんにはできないよ。それは失礼です。人を非難するような言葉はやめて下さい。） 

・１回目の話し合いを今回どうまとめたらいいか。 

・司会をやると自分の意見が言えない。 

・司会者は非常にきめ細かな心配りがいる。 

 

・反対です。Ａ、Ｂ、Ｃ案全て反対です。 

・現道を利用して拡張すればいいと思う。 

・莫大なお金を使って安曇野には、これ以上道路はいらない。 

・道路ができれば発展するという考え方は過去のものではないでしょうか。 

・自然を壊したら、取り戻せない、壊してしまったら元に戻せない。 

・「自然」の定義とは‥‥‥ 

・新しい道路は必要無い。 

・穂高町の中ノ道路計画や、下水整備に計画性が無いからおかしな町になってしまっている。 

・風景を壊すことは私はやめてもらいたい。風景はとても大切です。 

・自然を壊す、安曇野（平野部、大町～松本あたり、北アルプス） 

・便利なものを得る為に代償を支払わなくてはならない、それはとても大切な事です。 

・自然破壊が一番問題だと思う。 

・田園地帯を行く方が、森林（山麓線）を行くよりは、まだ破壊が少ないと思う。 

・朝のラッシュ時に疲れないような道なら困る。 

・無料です。 

・産業の発展はこの先あるのでしょうか？ 

・姫川のあたり、安全な道が技術的に造れるのでしょうか。 

・１４８号を改修したばかりなのに、またもう１本道を造るのはおかしいのでは？ 

・税金の使い方をこれからは見直した方がいい。 

・道路を造った後のことを考えてみると、何十年かけて造る道ができ上がるころ、私たちは生きてい 

 るのかな？ 
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（◎：司会、○：記録者） 

・維持管理費のことを考えると、各市町村負担と聞いているが、例えば昨年の大雪の除雪費用が何億 

円もかかったことを考えると、子供にその利便性と維持管理費を残すのではなく、これ以上交通量 

を増やさない為にもある程度道は不便にしておいて、あんまり人に通ってもらいたくないというの 

 が本音です。 

・維持費は高規格道路であれば県が負担する。 

・計画が「必要性」を欠いているのではないか。 

・高速交通網は必要だと思う。 

・「県道」になった時の負担は大きいのでは。 

・道路は必要だと思う。産業の為、Ｃ案なら必要ではないか。 

・自分の家の前にできたらという不安も一意見であるし、大事なことなので。 

・今ある道路を拡幅すれば良いのではないでしょうか。 

・ここで今の意見を集約して２か３の意見でまとめてはどうでしょうか。 
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（◎：司会、○：記録者） 

進め方について 

●司会の選び方 

・県の方にやってほしい‥‥‥県はオブザーバの立場 

・交替してやる、やらない 

・前回は司会を交替することに決めた、決めない 

・前回に引き続いてＫさんにお願いしてはどうか 

・司会者として人の発言を否定するような人に司会はしてほしくない 

・多数決で決めてはどうか 

・白紙に戻して決めてはどうか 

・Ｋさんにお願い（賛成） 

 

（  ）前回は焦点にあっていない発言だった。昨年の案に対しての反対なのか。 

（  ）そうである。ただし、波田という案は出ていない。 

（  ）私は道路の建設事体に反対である。 

（  ）中部と北陸を結ぶ。 

（  ）莫大なお金を使って自然を壊してほしくない。どういう街づくり計画があるのか。 

（  ）Ｍさんと同じ。 

（  ）高速道路の利便性に反対なのか。 

（  ）そうではないが、プラスにはならないと思う。街の活性化につながらない。 

（  ）自然とはどういうことか。 

（  ）いろいろある。空気、あらゆること。 

（  ）道路があると自然を破壊？ 

（  ）司会者と参加者の意見交換ではない。穂高町の街づくりに計画性が無い。 

（  ）これ以上速く走る道路はいらない。既存の道路に手を加える。風景も自然のひとつ。 

（  ）景観も大事。 

（  ）安曇野の範囲は？ 

（  ）平野、アルプスのふもと。 

（  ）何に反対しているのか。 

（  ）場所がどこでも、道路を作ることは反対。 

（  ）水田のある風景。 

（  ）便利なもの、不便なもの、便利なものを選ぶ代償に失うものを考える。 
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（◎：司会、○：記録者） 

（  ）生活道路の充実、松～糸道路の問題は全国すべてに通じる問題である。 

（  ）司会者に答えるのではなく参加者に問いかけてほしい。 

（  ）移動手段をどうしたらよいかという課題で話し合っても良い。 

（  ）時間が無い、別で話し合ったらどうか。 

（  ）トータルで考えてほしい。 

（  ）松～糸の道路を考える会である。 

（  ）広域道路はこの地域だけの問題でない。 

（  ）私は広い視点でと話した。 

（  ）建設した場合のメリット、デメリットで話し合ってはどうか。維持管理費について‥‥質問 

（  ）道路管理者が負担、国または県。市町村負担にはならない。 

（  ）自然の概念とは何か。森林と田園地帯の自然破壊の違いがあるのでは。 

（  ）無料になるのか。 

（  ）無料である。 

（  ）道路のルートは自由に考えたほうが良い。 

（  ）産業の発展になるかもしれないが、賛成とも反対とも言えない。白～糸間で絶対に災害が起 

    こらない道路ができるとすればそこの住民はどう思うのだろうか。 

（  ）白～糸間 

（  ）ネットワークがつながらなければ道路の価値が無い。今現在、なんとも答えられない。 

（  ）１４８号の復旧したものは災害に弱いのか。 

（  ）生活道路と広域道路は性格が違う。 

 




